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日刊紙『晨報』の性格について : 民国メディア史
研究の基礎作業として





























































































































































































































































































１９１９年 １９２０年 １９２１年 １９２２年 １９２３年 １９２４年 １９２５年
北京日報 不明 ３０００ ２８００ ２８００ ６２００ ６５００ ５０００
群強報 不明 １００００ １００００ １００００ ４０００ ４０００ １００００
晨報 ５０００ ８０００ ８０００ ８０００ ７０００ ７８００ １００００
商業日報 不明 ２０００ １０００ １０００ ６５０ ６５０ ３０００
事実白話報 不明 ５００ ５０００ ５０００ １４００００ １４００００ ２００００
国強報 不明 ２０００ ６０００ ６０００ ５５００ ５５００ ７０００
京報 １０００ ３０００ ３０００ １６００ ５３００ ５０００－６０００
時報 １００００ １００００ ７０００－８０００ １００００ １００００ １００００ ５０００－６０００
神州日報 １０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００
時事新報 ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ １００００
中華新報 ６０００ ３５００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００ ６０００
民国日報 ２０００ ３０００ ３０００ ４０００ ４０００ ４０００ ４０００
申報 １８０００ ２００００ ２００００ ２００００ ２００００ ２００００ ２００００






























































上海申報 北京晨報 天津益世報 漢口中西報 広州七十二行商報
inch ％ inch ％ inch ％ inch ％ inch ％
ニュース面積 １８０５ １００ １０４６ １００ １０１５ １００ １１９７ １００ １２７７ １００
国内ニュース １７４６ ９６ ８６１ ８２ ９７１ ９６ １６４ ９７ １２７７ １００
国際ニュース ５９ ４ １８５ １８ ４４ ４ ３３ ３
戈公振『中国報学史』（太平書局、１９６４年）２０９頁参照
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日刊紙『晨報』の性格について　　武　　暁桐
注
１　副刊は新聞の最終ページ付近に、あるいは別刷りの文化欄のことである。１８７２年上海の『申報』が紙面の
一部が詩詞などを載せたのが始まりで、民国初期になると、知識階級の読者層を想定して、各紙は単に事
件を報道するだけではなく、最新の思想と文学を伝えるメディア変身へとした。
２　『晨鐘報』１９１６年８月５日、原文「喚起民族之自我的自覚，担負青春之創造」
３　王潤沢『北洋政府時期的新聞業及其現代化』（中国人民大学出版社、２０１０年）２４９頁参照
４　彭鵬『研究系与五四時期新文化運動─以１９２０年前後為中心』（中山大学出版社、２００３年）
５　原正人『近代中国の知識人とメディア、権力─研究系の行動と思想、１９１２－１９２９』（研文出版、２０１２年）
６　張濤甫「「晨報副刊」研究」『当代作家評論』（２００１年０３号）
７　馬誠「浅談孫伏園時期『晨報副刊』の編集特色」『今日湖北（理論版）』（２００７年０２号）
８　高郁雅『北方報紙輿論對北伐之反應：以天津大公報、北京晨報爲代表的探討』（台湾学生書局、１９９９年）
９　中国社会科学院近代研究所『民国人物伝　第１０巻』（中華書局、１９７８年）
１０　石川禎浩『中国共産党成立史』（岩波書店、２００１年）、『李大釗伝』編集組『李大釗伝』（人民出版社、１９７９年）
１１　劉廣定『愛國正義一律師：劉崇佑先生』（秀威出版社、２０１２年）
１２　小関信行『五四時期のジャーナリズム』（同朋舎、１９８５年）５３頁参照
１３　原正人、前掲書、７９頁。彭鵬、前掲書、７頁など。なお、『晨報』（人民出版社、１９８０年）の影印者説明の
中では「『晨報』とその前身の『晨鐘報』は研究系の機関誌である」とある。
１４　『民國叢書』編輯委員會編、楊幼炯著、謝國楨著、謝彬著『中國政黨史／明清之際黨社運動考／民國政黨
史』（民國叢書第二編２５政治・法律・軍事類、上海書店、１９９０年）５１頁参照
１５　楊幼炯『中国政党史』（商務印書館、１９３６年）８９頁－９４頁参照
１６　前掲原『近代中国の知識人とメディア、権力─研究系の行動と思想、１９１２－１９２９』３５頁参照
１７　前掲彭『研究系与五四時期新文化運動─以１９２０年前後為中心』２３頁参照
１８　劉以芬『民國政史拾遺』（近代中國史料叢刊第６８輯、文海出版社、１９７１年）９５頁参考
１９　『晨報』創刊者の政治背景については、楊幼炯著、謝國楨著、謝彬著『中國政黨史／明清之際黨社運動考
／民國政黨史』（『民國叢書』編輯委員會編、民國叢書第二編２５政治・法律・軍事類、上海書店、１９９０年）、『晨
鐘報１－７』『晨報８－４５』（人民出版社、１９８１年）、鄭貞銘『百年報人１：報業開路先鋒』（遠流出版、２００１年）、
彭鵬『研究系与五四時期新文化運動─以１９２０年前後為中心』（中山大学出版社、２００３年）、劉廣定『愛國正
義一律師：劉崇佑先生』（秀威出版社、２０１２年）等を元に筆者作成
２０　前掲劉廣定『愛國正義一律師：劉崇佑先生』２２８頁参照、後藤延子「李大釗資料拾遺，並びに覚書（続）」
（『人文科学論集　人間情報科学編』信州大学人文学部、１９９６年、第３０号）８８頁参照
的な取材に重点が置き、当時の中国の「新聞界の新紀元」という評価を得ることとなった。
　『晨報』に関する先行研究は極めて少ない。そのため本稿ではごく初歩的な考察――『晨報』と
その性格を述べたに過ぎず、本論で検討できなかった課題は極めて多い。『晨報』を十分に論じる
ためには、『晨報』に関わる主要人物の分析や、『晨報』が置かれていたメディア状況の背景、及び
民国初期の読者像などより多くの論点にわたって考察を行わなければならないだろう。
　その意味では、本稿の内容は『晨報』の研究として、また民国代に本格化した中国の近代的なメ
ディア史の研究という立場からも、十分検討に足るテーマであると筆者は考えている。このように
『晨報』は、当時の政治色が濃厚な北京の新聞界の中で、その国際性と独立性を持つ存在として、
より詳細な検討を行う必要があろう。
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２１　石川禎浩、王捷「五四时期李大钊的思想与茅原华山、陈溥贤」（『文史哲』１９９３年第５期）
２２　『晨報』１９１６年１０月２９日、原文「本会推定副总统候补者冯国璋－宪法研究会布告」
２３　張永『民国初年的進歩党与議会政党政治』（北京大学出版社、２００８年）３３４頁参考
２４　「蒲殿俊对晚报记者启事」『晨报』１９２１年９月４日、原文「研究系底关系，也曾经在晨报宣告脱离」
２５　「本報四周年記念日」『晨報』１９２２年１２月１日
２６　「吾報之使命」『晨報』１９２３年１２月１日、原文「绝对不肯做一党，一阶级，一国家的机关报」
２７　「仇友赤白的仇友赤白－记者声明」『晨報』１９２５年１０月２２日
２８　呂芳上『従学生運到運動学生─民国八年至十八年』（中央研究院近代史研究所、１９９４年）１５５頁参照
２９　邵建『胡適前伝』（秀威出版社、２００８年）３３７頁参照
３０　「胡適致陳独秀、１９２５年１２月」『胡適全集、２３巻』（安徽教育出版社、２００３年）４７７頁参照
３１　前掲小関『五四時期のジャーナリズム』５３頁参照
３２　許世英が善後会議籌備処処長時代に宣伝のため、新聞記者に顧問などの名目で金を与え、巨万の国費を空
費した。さらに、善後会議にできた参政院、国憲起草委員会、軍事善後委員会、財政善後委員会、国民会
議籌備処、そしてその後に成立した国政商権会の六団体に対しても、新聞界から補助金を出すように要請
があると、断りきれずに連合補助金の名目で二万元を支出したりもした。最初は新聞社と通信社あわせて
４２社であったが、現在では１２５社にもなっている、とのことである。ただ、新聞社によって受け取りを拒
否するものと、逆にリストに漏れた新聞社からは抗議があったりもした。
３３　「本報緊要声明」『晨報』１９２３年１月２２日
３４　「本報発行部緊要启事」『晨報』１９２７年４月２１日、原文「本京直接订阅诸君鉴，本报经费全恃营业收入为维持。
（……）如有未交清者务希望即日备齐。」
３５　『晨報』１９２５年１月２２日、『晨報』１９２５年４月１２日
３６　『晨報』１９２３年７月１５日
３７　張建国『分解与重構：清季民初的報界団体』（近代中国的知識与制度転制叢書、生活・読書新知三聯書店、
２００８年）２７６頁参照
３８　前掲小関『五四時期のジャーナリズム』２８頁参照
３９　「大正十年（大正九年末現在）北京二於ケル新聞及通信二関スル調査」「新聞雑誌二関スル調査雑件　新
聞及通信二関スル定期調査　支那ノ部　一」外務省外交史料館所蔵、１．３．２．４６－１－１４所
４０　戈公振『中国報学史』（太平書局、１９６４年）２１１頁参照、原文「以上五报，以《晨报》纸张最少，而其编制
独精。盖专电具有题目，且与新闻合登，重要者排列在前，不闻其为京内京外之事也。其他纸张愈多者，分
栏亦愈多，支离破碎，毫无活气。欲求其美观醒目，自不可能矣。」
４１　前掲戈公振『中国報学史』２０７頁参照
４２　前掲小関『五四時期のジャーナリズム』６３頁参照
４３　前掲王潤沢『北洋政府時期的新聞業及其現代化』２８４頁参照
４４　「太原七日见闻录」『晨報』１９２１年１月２６日、原文 ｢天津益世报销的最多有二百多份，北京晨报有
一百二十几份，上海申报，时报，新申报，时事新报，北京的京报，益世报。各七八十份五六十份不等。｣
４５　「现政学界之新闻杂志观」『晨報』１９２０年１２月１７日
４６　前掲王潤沢『北洋政府時期的新聞業及其現代化』２４６頁参照
４７　「报纸可不载国际新闻么」『晨報』１９２２年５月２８日、原文「我以为我们所负的责任，是指导社会，如果使
一般读者日趋与孤陋寡闻，则吾人所作的罪恶不少，所以我敢高声奉劝有志以办报为目的同业的，对于国际
新闻千万不可略而不载。」
４８　『晨報』１９２０年１１月２７日、原文「欧美新闻殊多简略之处。国人对于世界大势。愈趋隔阂淡漠。此诚我报界
之一大缺点也。」
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４９　前掲王潤沢『北洋政府時期的新聞業及其現代化』２４９頁参照
